
　江戸時代の富山売薬では「反魂丹」の他にも様々な薬を製薬・販売し、
それらの材料として国内外の多種多様な薬種を使用していました。
　このことを踏まえ、多岐にわたる産業である売薬商売を、交易や流通など
の面からも掘り下げてみます。そこから、日本海側に位置するこの富山で、
江戸時代に売薬商売が発展した理由を再考する機会にしたいと思います。

■講　師／富山市売薬資料館 学芸員　兼子　心 氏

■実施日／令和元年11月30日（土）14：00～15：30
■場　所／富山県民会館 611号室

　（富山市新総曲輪4番18号　ＴＥＬ 076‒432‒3111）
　ＪＲ富山駅（南口）より徒歩約10分
※なるべく電車・バスでお越しください。
　なお、会館駐車場は、基本料金（１時間）無料、
　以降30分ごとに110円となります。

■募集人員／100名 どなたでも、お申し込みいただけます。
 定員に達し次第締め切らせていただきます。

■受 講 料／ 無　料
■申込期間／ 令和元年11月29日（金）まで

■申し込み方法／
はがき・電話・FAXまたはE-mail（件名は「11／30 日本海学講座申込み」
でお願いします）で、氏名・ご連絡先（電話番号またはE-mailアドレス）を
明示のうえ、下記までお申込みください。
また、下記日本海学推進機構ＨＰからもお申し込みいただけます。
なお、受講票は発行いたしませんので、ご了承ください。

2019年度 第3回 日本海学講座

県民カレッジ連携講座

海のちから、人のちから。

〒930-8501（住所記載不要）
日本海学推進機構（富山県観光振興室内）
ＴＥＬ．076－444－9690（直通）
FAX．076－444－4404
E-mail adm@nihonkaigaku.org
HP http://www.nihonkaigaku.org/

申し込み・お問い合わせ先

（ ）

「 富 山 売 薬 の 薬 」
─ 江戸時代を中心に  ─


